
植物体は長さ10cm以上にもなり、水平にはって不規則な羽状に分枝する。葉は密にやや扁平につき、乾く

と先が曲がり、枝は葉を含めて幅1.5-2mm、卵形から広卵形で非相称、広い鋭頭から鈍頭、基部の片側

の葉縁はふつう内曲する。腹側に出る枝葉はふつう漸尖して鋭頭、ほぼ全縁。中肋は2叉して短い。葉身
細胞は六角形からやや長い六角形で幅がひろく薄壁。翼細胞はほとんど分化しない。雌雄同株（異苞）。蒴
柄は長さ1-1.5cm。蒴は広卵形で短い。乾くと葉がねじれて縮れるのが特徴。水辺のぬれた岩上や地上に
生育する。
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希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

Vesicularia  ferriei  (Card. & Ther.) Broth.

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

西宮市、佐用町、丹波市、洲本市

■ 国内分布

本州、四国、九州、琉球諸島

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

ハイゴケ科

兵庫県ランク…フクロハイゴケ
環境省ランク… －


